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我々の研究グループでは、走査透過型電子顕微鏡 (STEM)と分散型 X線分光分析 (EDS)を組み

合わせたシステムを開発している。本システムでは様々な元素に対して精密な定量分析と試料内

の元素分布マッピングの取得が可能となり、検出器に対して高計数率 (> 5 kcps)、幅広いX線帯域

(0.1 − 15 keV)で 10 eV以下の高いエネルギー分解能が要求される。これらの要求を満たす検出器

として、超伝導遷移端 (Transition Edge Sensor; TES)型X線マイクロカロリメータの開発を行って

いる。係数率 5 kcpsの要求については、単素子で実現することが困難なため、64素子の TESアレ

イを設計することで実現可能としている。エネルギー分解能については、5.9 keVの X線エネル

ギーに対してしか測定出来ていない。STEMシステムではあらゆる元素からの特性 X線を検出す

るため、様々なエネルギーで TES素子の性能を評価しておくことが重要となっている。

そこで今回は、3 − 8 keVのエネルギー帯域で TES素子の性能を評価するために、X線ジェネ

レータを用いた環境構築を行い、実際に Tiと Cuの 2次ターゲットからの特性 X線で照射試験を

行うことに成功した (図 1)。TESの応答の非線形性により TiとCuに対するエネルギー分解能は一

定ではないが、パルス解析手法による改善が見られている。STEMシステムのような多色 X線を

同時に検出する際にはパルス解析手法についても検討する必要があることが分かり、現在改善を

試みている。本講演では、2次ターゲットを用いた X線照射試験の結果とパルス解析手法につい

て報告する。
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図 1: 2次ターゲットを用いた X線照射で得られたスペクトル
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